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0は じめ に
日本語の 「敬語」 の働 き、意味合いな どについて考 えるとき、狭義敬語
だけ を考 えていたのでは捉 え られない ことが多い。敬語 を含 む表現 、含 ま
ない表現 どち らも視野 に入れ、つ ま り、 使 うか使 わ ない か も考 え た上 で
「待 遇表現」全体 を見渡 さなければわか らない と言える。 そ の上 で 、何 を
どう言うか、話題 の選択 などについて も考慮 に入れた上 で、文話 を単位 と
して考 えなければな らない。広義には言 い方、服装 なども含む非言語 にも
広 げて考 えなければならない。 広 く人や場 に配慮 したすべ て をこ こでは
「敬語表現」 と呼び、「敬語表現」 はいったい何 を表す、何 を意味す るもの
であ るのか、そ して相手 や場 に対す る配慮 は具体的に どの ような形で表 さ
れ るかを考えてみたい。1》
1基 本 的な働 き
最初 に 日本語の中に存在 する配慮 を表す ための システムについて考える。
1.1上 下 関係
r敬 語 」と聞 いてす ぐ思 い 浮 かぶ の は 「上下 関係」で あ る。 「敬 語 」の システ
ム は通 時的 に は乱 身分 上 の 上下 関係 を表 す た め に発 達 した もの で、「読 む」、
「読み 給 ふ」と「読 ませ給 ふ」の違 い の よ うに段 階 的 な、 かつ 微妙 な上 下 の差
を表 す こ とが で きる よ うに な って い る。 江 戸 時代 にお いて も、二 人称 で 区
別 され る い くつ か の段 階が 設 定 で き、 ほ とん どの人 は その 中 に固定 的 に位
置 を 占め 、 書葉 遣 い に よっ て身 分 関係 が 分 か る よ うに な っ て い た 。23この
シス テ ムは そ れぞ れ に属 す る語 を変 え なが ら、長 い 間続 い て きた もの で あ
る。現 代 語 で は上 下 を表 す体 系 と して は 、 そ れ以前 と比 べ る と若 干 簡素 化
され 、上F差 の 微妙 な違 い まで は表 しに く くな って い るが 、依 然 と して存
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在 して い る。
ヒ下 関係 を表 す た め に使 われ る の は主 に狭 義敬 語 で あ る。話題 の 人物 の
表 し方 と して 、「社 長 は い らっ しゃい ます」に対 し、 「平 社 員 は行 きます」と
表 す こ とで社 長 と平 社 員 の 差 をつ け る こ とが で きる 。 また、話 をす る二 人
の 問 で 同 じ レベ ルで な く、異 な った レベ ル を用 い た場 合 、二 人 の間 に上 下
の差 をつ け る こ とが で きる。 相手 が行 っ たか ど うか を問 う場 合 に現 代語 で
は ほぼ4つ の レベ ル を想 定 で きる。 「(あなた様 は)お 出 で に な り ま した か 」
「(あなた様 は)い らっ しゃい ま したか」「(あなた は)行 きま した か」「(おま え
は)行 ったか」な どで あ り、 これ をそれ ぞ れ 、 プ ラス2レ ベ ル 、プ ラス1レ ベ
ル、 ゼ ロ レベ ル 、マ イ ナ ス1レ ベ ル と レベ ル 分 け す る こ とが で き る 。3)一
方 か ら他 方へ は プ ラ ス1レ ベ ル、反 対 方向 に はマ イ ナ ス1レ ベ ル を使 う こ と
に よ り、そ の2者 の 間 に上下 の 差 をつ け る こ とが で きる 。 社 長 と平 社 員 が
話 す と きに はそ の よ うな上 下差 をつ け て 話す こ とが期 待 され て い る とい う
こ とで あ る。 また 、相 手 に よって プ ラス2レ ベ ル、 プ ラス1レ ベ ル と上 下差
に応 じた言 葉 遣 いが で きる よ うに な って い る。
伝 統 的 に狭 義敬 語 は この よ うな上 下 差 を表 す もの と して発 達 して きた わ
け で 、現 代語 にお い て も特 に直接 尊 重語 、 間接 尊重 語 、場 合 に よって は相
手 尊重 語 な どが そ の働 きを にな った もの とい え る。
1.2恩 恵関係
現代 日本語の配慮の システム を考 える場合、恩恵関係 の表示 は重要 な要
素の一つである。相手か ら恩恵 を受 けていると表す ことは相手 をあげるこ
とにつ なが り、相手 に対す る配慮 を示す ことになる。相手か ら実際 に恩恵
を受 けた場合 にはその表示が非常 に重要 になる し、特 に恩 恵を受けていな
いとい う場 合に も相手の行 為を自分側 に対す る恩恵 と捉 えることが相手 に
対する配慮 となるのである。中立的な事実を表す「受 ける」「与える」の他に、
それ を恩恵関係 として捉 えた「あげるj「くれる」「もらう」さらにそれ を敬語
形 に した ものが存在する ことはある意味では 日本語 の特徴の一つ とも言 え
る。
恩恵の表 し方 には大 きく分けて三つある。 まず 、この「あげる」「くれ る」
などの動詞、補助動詞 を使 うことで示す ものである。た とえば、 日本語で
は「(あなたがわた しのために)買 った」と言 いたい時 には、 普通 、 「買 って
くれた」どなるはずであ る。相手の行動 を自分に対す る恩恵 と感 じること、
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そ して そ れ を表 す こ とが相 手 に対 す る配 慮 とな る。「あ げ る」「くれ る」 「も
ら う」にそ れ ぞ れの敬 語 系 を加 え た表現 は 、あ る行 動 を恩 恵 と して捉 え た
こ と を示 す もの であ る。こ こで重 要 な の は、恩 恵 の方 向 と して 、 恩 恵 は相
手側 が 与 え、 自分 側 が それ を受 け る とい う こ とを表す こ とが 相手 に対す る
配慮 とな る とい うこ とで あ る。逆 に 自分 が 与 え、相 手 が受 ける 恩 恵 は そ れ
を表 さない こ とが 配慮 とな るので あ る。 した が っ て 、「持 って あ げ る」な ど
と 自分 が与 え る恩 恵 を表 明す る こ とは恩 着せ が ま しい こ と と嫌 われ るわ け
で 、特 に上 位者 に対 して は使 って は い け ない もの とな って い る。 自分 側 に
与 え られ る恩 恵 は積 極 的 に表 す こ とが 重 要 で 、実際 に はそ れが 恩 恵 で は な
い場 合 で も恩 恵 が あ るか の よ うに あ らわす こ とが 相手 に対 す る配 慮 とな る
の で あ る。この 配慮 は方 向 と して 相手 、話 題 の 人物 いず れ も考 え られ る。
以 下 の 二つ の 表 し方 は主 に相 手 に対 す る もの で あ る。 直接 この や りも ら
い系 の 動詞 を使 わ な くて も、 「利益 」「決定 権 」が重 要 な要 素 と な る 「行 動 展
開表 現」の場 合 、「利 益」の表 し方 に よ って相 手 へ の 配 慮 を示 す こ とが で き
る。 相手 を誘 う場 合 に も、 「い らっ しゃい ませ ん か」と相 手 に も利 益 の あ る
よ うな誘 いで は な く、 自分 に利益 の あ る こ とを示 す 「来 て い た だ け ませ ん
か」とい う よ うな表現 にす る とい うよ うな場 合 で あ る。・}
また 、言 葉 で 、「いつ もお世 話 にな って い ます 」な どの よ うに相 手 か らの
恩 恵 に対 し感 謝 の意 を表 す こ と も、簡単 で 単純 で は あ るが 、相 手 か らの利
益 を表 明す る重 要 な表 現 で あ る。 実際 に恩 恵 を受 け てい るか ど うか に 関わ
らず 、相 手 との 関係 をすべ て相 手 か らの恩 恵 と捉 え 、そ れ を表 明す る こ と
が 配慮 につ なが るの で あ る 。「先 日は ど う も」な どの よ うに以前 の行 動 につ
いて言 及 す る こ とが そ れ を恩 恵 と して捉 え て い る こ と を示 し、配 慮 につ な
が る ので あ る。
1.3決 定 権 の存 在
決定 権 が問 題 にな るの は 、行 動展 開表 現 の場 合 、そ して 、そ の 配慮 の対
象 は相 手 とい うこ とにな る。 自分側 に決 定 権が あ る場 合 はそ れ を見 え ない
よ うに表 し、 さ らに積 極 的 に決 定権 を相 手 に移 行 させ る こ とで 配慮 を示 す
こ と もで き る。具 体 的 に は、 「して もい いで す よ」とい う代 わ りに「ど うぞ」、
さ らに積 極 的 に 、「お願 い します 」な どと表 す こ とであ り、「して くだ さい」
と指 示 す る代 わ りに 、 「して いた だ け ます か」さ らに は 、 「して も ら っ て も
いい で す か」の よ うに表す こ とで あ る。
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1.4文 脈 を作 る
表 現行 為 を考 える場 合 、 あ る一一文 だ け を取 り出 して考 えて もわ か らない
こ とが 多い 。相 手に配 慮 を表 す シス テ ム に して も、文話 全体 を考 え、 その
中で どの ように配 慮 を表 す か とい うこ とで 考 えな けれ ば な らない。 ス ピー
チ な どで も、 最初 の挨 拶 、 前 置 き、最 後 の ま とめ 、挨拶 な どの枠 組 み とも
言え る部 分 の 中 で相 手 や場 に対 す る配慮 が表 され る 。枠組 みの 中 で特 に丁
重 語 が よ く使 わ れ る こ とはそ の一 つ の現 わ れで あ る。 この枠 組 み全 体 を考
え る こ とが配 慮 とな る。
行 動 展 開表 現 の場 合 も、た とえば 、依 頼 の場 合 、「して くだ さい」と一文
で言 って も丁 寧 には な らない。 切 り出 し、依 頼 の予告 、事 情 説 明 な どで段
階 を踏 んで依 頼 す る こ とが 配慮 とな る。相 手 の準 備 を促 し、徐 々に わか ら
せ て い くとい う方 略 を とる こ とが配 慮 とな る。
1.5相 手 を神 聖視 す る存在 と して扱 う
日本語 の場 合 、相 手の 希望 、 意 向 な どを問 うこ とは配 慮 とは な ら ない。
希 望 、意 向 を述 べ る のは あ くまで も依 頼 な ど をす るい わ ば、下 の立場 の側
で あ る。 こ ち らの事 情 、希望 を述べ 、そ れ を どの よ うにす るか は相 手 に任
せ る、そ の よ うな扱 い をす る こ とが配 慮 とな る。 い わば 、相 手 を全 知全 能
の存在 、神 聖視 す る存 在 と して扱 い 、下 の立場 か らは一方的 にお願いす る、
とい った体 裁 を とるわ けで あ る。依 頼す る よ うな場 合 も、 直接 の依 頼 の 言
葉 を発 す る よ り、そ れ に至 る事情 説 明 で相 手 にわ か っ て もら う、 とい う形
を取 った方 が 丁寧 に な る とい う こ とであ る。 また 、敬 語 回避 、 な どと言 わ
れ る こ と もあ るが 、「お 名前 は」 だ けで 「何 とお っ しゃる ん で す か」 な ど
の述 部 を省略 す る、甚 だ し くは 、「失 礼 です が 」 だ けで 名前 を問 うな ど も、
相 手 に預 け る こ とに よって 丁寧 さを出 したい とい う一 つ の方 略 と言 え る。
相 手 を神 聖視 す るわ けで あ るか ら、相 手 が どの よ うで あ るか な どは聞 い
て は な らな い こ とにな る 。相 手 の意 向 を問 う場 合 に も、「飲 み た いです か 」
な ど と直接 に相 手の 好 み を聞 くこ とは、親 し くない 関係 で相 手 の意 思 、感
情 を聞い て はい け ない とも考 え られ る し、 また、 同 時 に相 手が どうで あ る
か よ り、「あ ります が 、 いか が です か」 と 自分側 にそ の 用 意 が あ る こ とを
知 らせ る こ とが 配慮 に な る とい う考 え方 で もあ る と言 え る 。 「よ ろ し くお
願 い します 」 な どは英 語 で は押 しつ けが ま しい と嫌 われ る とい うこ とで あ
るが 、 日本 語 で は弱者 で あ る 自分 を示 し、強 者 で あ る相 手 に ひたす ら配慮
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をお願 い す る こ とを示す た め、好 ん で用 い られ るわ けで あ る。
2配 慮 をどの よ うに表すか
以上 に述べ たこ とは主 に言語の 中にある配慮 を表すためのシステムであ
る。次 に現代 日本語 ではこの システ ムを使 っで、 どの ように配慮 を表 して
いるかを考 えたい。
2.1上 下 関 係 を表 す こ とに よる配 慮
もっ と も基 本 的 に は、上 下 関係 を表 す こ との で きる ジス テ ム を使 って上
下 関係 を表す こ とに よ り配 慮 を表す こ とが 考 え られ る。 この場 合 、下 位 に
待 遇 す る こ とは 直接 に相 手 を配 慮 した こ とにな らない と考 え られ るの で 、
主 に、上 位 にあ る相 手 あ るい は話 題 の 人物 を上 位 の存 在 と して 表す こ とを
中心 に考 え る。上 位 に あ る相 手 に対 し、 プ ラス2レ ベ ル、 プ ラス1レ ベ ルで
待 遇 す る こ とに よ り、相手 を上 位 にあ る と表 す こ とが で きる。
そ れで は、次 の問 題 と して、 誰 を上 位 にあ る と認 定 す るの か 、つ ま り、
上 下 関係 の基 準 は何 か とい うこ とが あ る。
昭 和30年 頃 を境 に して、 日本 語 の 敬語 の シス テ ム は大 きな変化 を遂 げ
た。 現在 、敬 語 な どを使 って 表 され る もの は広 く人 や場 に対 す る配 慮 と言
え ・そ の表 し方 は上 下関 係 を表 す に とど ま らな い。 現在 、 身分上 の上 下 関
係 はほ とん どな くな り、現 在 残 る上 下 関係 は年 齢 上 、立 場 ・役 割 上 の もの
な どに限定 され る と言 って も よい だ ろ う。
年齢 差 が あ る場 合 は上下 差 を考 え る こ とが で きる 。年 配 の 人 と若 い人 が
話 す場 合 ・年 配 の 人 か ら若 い人 に対 して はマ でナ ス1レ ベ ルで 、.若 い人 か
ら年 配 の 人 に対 して はプ ラ ス1レ ベ ルで話 す 、 な どの よ うな場 合 で あ る。
この場 合 、何 歳 くらい の年齢 差 が あ る場 合 に レベ ルが 変 わ るか とい う認 識
は個 人 差 が大 き く、 は っ き り決 め る こ とはで きな いが 、年 齢 差 を厳 し く判
断す る場 合 には1歳 の違 い で も言 葉遣 いが 変 わ る と言 うこ とに な る。 一般
的 には2、3才 あ る い は5才 ら くらい の違 いが あ る場 合 に変 わ る と言 え る
だ ろ うか。 また 、多 少 の年 齢 差 が あ っ て も言 葉 遣 い を変 え る必 要 を認 め な
い と言 う考 え方 もあ る。
立 場 、役 割 上 の 上 下 関係 とい うの は 、会 社 な どの系 列上 の上 ド、教 師 と
学生 の よ うに指 導 す る側 と され る側 、店員 と客 の よ うな立 場 の 違 い な どで
表 され る もの で あ る 。 同 …組 織 内で の 年功 序 列 の よ うに、経 験 の差 と考 え
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られ るもの もある。た とえば、学校 ・会社 内な どでの先輩後輩関係 は純粋
な年齢か ら来 る上下差 よ り、学年、入社年次 な どが優先 されるの はその現
われであろ う。年齢 とこの立場 ・役割上の上下 関係がね じれた場合が対応
の難 しい ところ となるわけである。
昨今 よく言 われ る「タメロ」とい うの は、この上下関係 を無視 した ときに
言 われる ものであろう。年齢上あるいは立場上の上位者 に対 して・対等 な
言葉遣いで 、具体的 にはマ イナス1レ ベ ルで対応する ことを表 した もので
ある。 この禁忌 を破 ることへ の抵抗 か ら「タメロ」とい う言葉 は生 まれた も
ので、このルールの無意識 の存在の大 きさが うかがわれる。
2.2双 方向の上位 関係
狭義敬語 を対話の場 合に レベル差を用いれば上下の関係 が表 されるが、
双方向に用いる ことによって双方向での配慮が表せる場合 もある。上下差
が特 に設定で きない場合、つ ま り、同 じくらいの年齢 であるとか 、年齢差
があって も同 じ立場 であ る、あるいは、お互いに組織 を背負 っているよう
な場合で双方 に配慮すべ き事情が あるような場 合には、 双方 向 にプ ラス1
レベルで待 遇す ることに より、配慮 を表す こともで きる。初対面 の同年代
の2人 がいる場合、 まった くお互い に対す る情報 を持 って い ない状 態 で言
葉 を交わす ことはめ ったにない。通常 は何かの立場 を背負 っているとか・
た とえば、同 じ大学の学生 である とか、あ るパ ーティ会場でであったのな
らばそのパーテ ィーに参加 した者同士 、同 じ学会 に所属 している者である
な どの何 らかの情報 を持 っているはずである。初対面の場合はたいていは
何 らかの立場 を持 って、いわば社会的 な存在 として対話す るのであ り・そ
の場合の通常の レベル設定 はゼ ロ レベ ル と言 うことになる。何 らかの条件
があって、初対面であ って も特 に相手 に対 して配慮 しなければならないよ
うな場合 には、お互 いにプラス1レ ベ ルで対応す るとい うこ ともあ るだ ろ
う。少 な くとも社会 的な存在 と して対応す る場 合、マ イナス1レ ベ ル とい
うことはあ りえない。 もちろん、初対面であって も、先にあげた ような、
教師 と学生、会社 な どでの上司 と部下の関係、店員 と客 といった上下関係
が設定で きる場 合にはそれが反映 されるわけで ある。立場 的に上下関係 が
設定 で きない場 合に双方向への配慮 と しての双方 プラス1レ ベ ルでの対 応
が考え られるのである。
一般的 に初対面で ない場 合 も、双方向での配慮 を示す もの と して、双方
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向で の プラス1待 遇 が あ る。特 に これ は、上 位 者 に対 す る 適 切 な二 人 称 が
ない現 代 日本 語 にお い て は 、「(あなた は)い らっ しゃい ます か」「(私は)参
ります 」とい う形 で 人称 の代 わ りをす る もの と も言 え る。 実 際 、 敬 語 を 人
称 と捉 えた考 え方 もあ る。5)
2.3立 場 を示 す
日本語 の敬語 を語 る と き、 「ウチ 」「ソ ト」意識 につ い て触 れ られ る こ とが
多 い 。 「敬 語 」の一 つ の働 き と して 、 ウチ か ソ トか の立 場 を明 らか にす るた
め に使 われ る とい う面 が あ る。 た とえば 、 「社 長 はお りませ ん」と言 うとき、
「社 長」はそ の話 し手 の側 の 人 間 で あ り、 相手 はそ の外 にい る 人間 で あ る こ
と を示 して い る。 先の 人 称 の考 え方 に も近 い もの であ るが 、 よ り明確 に 自
分 と相 手 と、話題 の人 物 の立 場 を示 す こ とが で きる もの だ と考 える こ とが
で きる。[Aさ んは い らっ しゃい ます か」 と言 うか 、 「Aは お ります か」 と
い うこ とで 、 自分 と相 手 とAさ んの関 係 を示 す こ とが で きる とい うこ とで
あ る。 これ は 、恩 恵 を表す 授 受表 現 で も表す こ とが で き、 「Aさ ん がBさ
ん を手 伝 って くれ た」 「Aさ んがBさ ん を手伝 っ てあ げ た」 とい う こ とで 、
自分 がAさ ん側 にい る の か、Bさ ん側 にい るの か を表 す こ とが で きる 。 こ
れ は特 に話 題 の 人物 の扱 いで 明 らか にな る もの で 、 自分 と相 手だ け の関係
で は特 に ウチ か ソ トか問題 に な らない 。
2.4社 会 的役 割 の尊 重
どん な人 に何 が 言 え、何 が 言え な いか 、何力瀬 め、何 力瀬 め ないか といっ
た 人 と立場 の問 題 は 配慮 を考 える上 で も重 大 な問題 であ る。社 会 的 な関 係
で あ れば 、 た とえ ば 、仕 事上 の上 司 、部下 の 関係 、教 師 と学生 の 関係 、 先
輩 後 輩 の 関係 な どの 中で 、 どん な事 を言 って もい いか 、 どん な こ とを依 頼
す る こ とが で きる か は大体 決 まって い る とい っ て もよい。 た とえ ば 、学 生
か ら教 師 に向 か っ て学 習上 の 疑 問 は 聞 くこ とが で きるが 、教 師 の個 人 的 な
状 況 を聞 くとか 、服 装 持 ち物 な ど をほめ る とい った こ とは普通 はで きな い
こ とで あ る。同 様 に、推 薦状 を書 くこ とは依 頼 す る こ とが で きるが
、借 金
の 申 し込 み を した り、観 光 案 内 を頼 む な どの こ とは で きない。 もちろ ん こ
こでで きな い、 と言 っ た こ とで も状 況 に よって は 可能 な こ と もあ る。 しか
し・原則 と して で きな い、依 頼 す る こ とは失礼 に あた る とい う認識 を持 っ
た上 で 、 どの よ うな条件 、状 況 の も とで な ら可 能 か 、 とい うこ とを探 る と
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い う順 序 に な るで あ ろ う。 この よ うな、教 師 と学 生 とい う社会 的役 割 の 中
でで きる こ と、 可能 な こ とは大 体 決 ま って い る と考 えて よい。 これ は 、友
人 関係 、親 戚 関係 な どの場 合 で も、で きる こ と、 可能 な こ とは大体 決 まっ
て い る と考 え られ る。
この よ うな相 手 との社 会 的 な役 割 を認 識 し、そ れ にふ さわ しい行 動 をす
る こ とが 相手 に対 す る配 慮 とな る。 た とえ ば、教 師 の授 業 や服 装 な どをほ
めた い と きには 、そ れが 場 合 に よって は失 礼 に なる とい うこ と を認 識 した
上 で 言 い方 や状 況 を工夫 す る とい うこ とに な る。 「今 日の授 業 で 前 か ら疑
問 に思 っ て いた こ とが わ か りま した」や 、授 業 が 終 わ っ て 雑 談 を して い る
と きに、 「先生 はい つ も素 敵 だ って皆 で言 って るんで す よ」な ど と言 うな ど
の工 夫 が必 要 となる とい うこ とで あ る。1})
3そ の他 の配慮
㌔
3.1上 か ら下 へ の配 慮
上 下 関係 が あ る場 合 の配 慮 と して は、 下 か ら上 に対 して は 、上位 の立場
を認 め 、 それ を表す こ とが最 大 の 配慮 で あ る。 しか し、上 か ら下 に対 して
は この形 で は配 慮 した こ とに は な らない 。 別 の工 夫が 必 要 とな る。
上 か ら下 に対 して は 、相手 が 下位 者 で あ って もそ れ を は っ き り言 葉 で は
表 さな い ようにす る こ とが 配慮 となる。 「(おまえ)は 行 った か」とマ イナ ス
1レ ベ ルで待 遇 す る代 わ りに「行 きま した か」とゼ ロ レベ ル で 待 遇 す る とい
う方 法 であ る。 「や っ とけ よ」で は な く、 「や っ て くだ さい 」と言 うとい った
配 慮 で あ る。 また 、相手 を個 人 の 人間 と して認 め 、 「が ん ば って るね」な ど
の よう にね ぎらっ た り、積 極 的 に相 手 の服 装 な どをほめ る こ とで 配慮 を表
す こ と もで きる。 これ らが上 か ら下 に対 す る配 慮 で あ る。
3.2「 謙譲」の精神
相手に対 する積極的な配慮 と同時 に、 日本語 では、 自分の位置 を低 く表
明する ことも相手 に対す る配慮 となる。間接尊重語 、丁重語 はまさにその
精神 に基づいた もので、そのため、旧来の分類では「謙譲語」とされている
わけである。 また、尊卑語 、特 に自己卑 下語 は自分 を低 く表す精神 を直接
に表 した ものであ る。上下関係の表 し方 もこれに基づ いているが、その他
に、 自分 を否定的 に表す ことも配慮の一方法 である。自分 か らの プレゼ ン
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トを「つ ま らな い もの」と言 っ た り、ほ め られ て それ を否 定 した りr意 見 を
述べ る と きには 「悟 越 です が」な ど と前 置 きをす る な どで表す ことが で きる
。
これ は 自分 の 立場 をわ き まえ る とい うこ とにつ なが り、相 手 を立 て る、思
い や る とい う見方 が で きるが 、一 方 、特 に立 場 の弱 い 、下位 者 に とって は
そ の ため に精 神 的 に卑 屈 にな っ た り、 意 見 も言 えな い よ うに な って しま う
とい う面 もあ る。
3.3き れいにす る
一般的 に言葉遣い をきれ いにするこ とも相手 に対す る配慮 となる
。 これ
は相手 に対 する配慮であ る と同時に、自分 自身へ の配慮 ともなる
。狭義敬
語 の中では主 に美化語が この役割 をになってい る。
3.4社 会 的 関係 か ら個 人 的 関係 へ
双 方 マ イナ ス1レ ベ ル とい う関係 は 、家庭 内 や(同 年 輩 の)親 しい 友 人 同
士 とい うこ と にな る。 つ ま り、 個 人的 な関係 とい う こ とに なる。 そ れ 以外
の場 合 はすべ て何 らか の意 味 で社 会 的 な関係 で あ る とい える。 初対 面 で は
相 手 の こ と をほ とん ど知 らない 、完 全 な社 会 的 な 関係 で あ るが 、時 を経 る
に した が っ て・徐 々 に親 しい 、個 人 的 な 関係 にな って い くわけ で あ る。 も
ち ろん ・ まった く個 人 的 には親 し くな らない 関係 もあ るが 、た い て いの場
合 ・社 会 的 な関係 と個 人 的 な関 係 が混 ざ り合 っ て埣 くもの で あ ろ う。 そ の
中で ・ 自分 と相 手 との距 離 を測 り、 関係 を作 って い くもの で あ る。 双 方 プ
ラス1レ ベ ルの 関係 か ら、 双方 ゼ ロ レベ ル 、双 方 マ イナ ス1レ ベ ル と変 化 し
て い くもの で あ ろ う。そ れ に伴 っ て・ 相手 の個 人的 な こ と を知 り
、 社 会 的
な関 係 で は で きない感情 伝 えが で きる よ うに なって い くの であ る。つ ま り、
ほめ 、不 満 を伝 える(愚 痴)、 慰 め な どで あ る。
先 に述 べ た 「タメロ」とい われ る もの は 、上下 差 が あ る場 合 の上 位 に対 し
て マ イナス1待 遇 をす る 、あ る い は双 方 的 に プ ラス1以 上の待 遇 をす るべ き
社 会 的関 係 の あ る場 合 で も、双 方 でマ イナ ス1待 遇 をす る とい っ た 場 合 を
さす 言 葉 で あ るが 、 これ も、社 会 的 関 係 で あ る ものが 、親 しい、 個 人的 な
関係 に変 わ った こ と を示 す もので あ る とい え る。 した が っ て、 「タメLUの
関係 と言 え るの は 、個 人 的 に親 しい 関係 に なっ て い る こ とを表 す もの で あ
る。
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3.5内 容 か枠 組 み か
相手 に配慮 す る とい うこ とは 、相 手 に対 し上位 に扱 う、恩 恵 や立 場 で示
す 、 とい うこ とだ け を表 す もの で は ない 。 「タ メロ」で 表 され る よ うに ・上
位 待 遇 をす る こ と よ り、個 人的 な親 しい 関係 に な る こ とを喜ぶ場合 もある。
逆 に常 に親 しい 関係 にあ る こ とが 求 め られ て い る とい うこ とは な く・相 手
の立 場 を尊重 す る こ とが 求 め られ る こ と もあ る。相 手が 自分 に対 しどの よ
うな待 遇 を して ほ しい と思 って い るか を考 え 、そ れ に従 うのが 相手 に対 す
る配慮 と言 う こ とに な るだ ろ う。
そ の意 味 で は 、相 手 に対 し丁寧 に接 す る こ とだけが 配 慮 とは な らな い場
合 もあ る。学 問上 の論 争 を してい る場 合 に相 手 に配慮 す るあ ま り反論 しな
い とい うこ とは ほ とん どない と言 って よい。 この場 合 は言 葉上 での 配慮 よ
り、実 質 的 な議 論 をす る こ とが相 手 に対 す る真 の意 味 で の配 慮 とな る わけ
で あ る 。お 互 い に向 上す る ため には、 あ るい は真 に相 手 の こ とを思 え ば こ
そ 、相 手 に対 し厳 しい こ と を言 う こ と もあ る。 それ もあ る意 味 で は相 手 に
対 す る配慮 の一種 で あ る。教 師 が 卒業 生 か ら手 紙 を もらった場 合 、お 手本
通 りの 、最 大 限 に丁 寧 な手紙 よ り、学 生 が 自分 の言 葉 で 自分 の状 況 な どに
つ い て書 い た もの を うれ し く思 うだ ろ う。場 合 に よって は相 手 に対 す る配
慮 は、 言葉 上 の配 慮 よ り、伝 える 内容 を充 実 させ る こ とで よ り表 され る こ
とが あ る ので あ る。 要 は 、相 手が一番 望 む こ とをす る、相 手 に一 番必 要 で
あ る と思 え る こ とをす る こ とが 相 手へ の配 慮 とな るの であ る。 それ が相 手
を最 大 限尊 重 した こ とに な るわ けで あ る。
4お わ りに
ここ まで は相手 へ の 配慮 につ い て考 えて きたが 、 そ の他 に 、「場 」に対 す
る配 慮 もあ る。 式典 、会 議 とい った 「場 」の レベ ルが 高 い場 合 に は 、改 まっ
た言 葉 遣 い であ る こ とが 求 め られ る。 「場 」が プ ラス1以 ヒに な る と、 相 手
が どん な 人で あ れ 、個 人的 な情 報 は消 え 、 「場 」へ の配 慮が優 先す る こ とに
な る。 ここで 主 に用 い られ る狭 義敬 語 は丁 重 語 で あ る。
日本 語 の 「敬 語表 現 」 は い わばす べ て の 表現 の枠 組 み を作 って い る もの
で あ る と言え る。 その ヒで 、 「敬 語 表現 」は真 に配 慮 を表 す シス テ ムだ と考
え れ ば 、相 手 、場 、 その 時 の場 面 に応 じて適切 な選択 を し、ふ さわ しい表
現 を考 え る 、それ こそが 相 手を尊 重す る こ とに なる とい う考 え方が そ の精
神 で あ る と(_7える だ ろ う。
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1)「 敬 語 表 現」につ い て は 『敬 語 表 現 』(蒲 谷 宏 ・川 口義 一 ・坂 本 恵1998
大 修館 書 店)で 詳 しく述べ た。本 稿 で は前著 で十 分 に 触 れ られ な か った
こ とにつ い て ま とめ た。 本稿 での 考 え方 につ い て は、 「 『敬 語 』 を乗 り
越 える」(蒲谷 宏1999『 言語 』28-11)と 重 複 す る こ と も多 い 。
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